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タスキをつないで

16チーム　熱走

'92 11 月

第16回町内一周 駅伝競 走大会は11月 ８日、 役

場 前スタート・ ゴール で行われ 、一般の部に10

チ ーム、 オープン参加ｌ チ ーム、中学生の部に

は５チームか出楊し まし た。

大 会は10区間、23 .5kmのコー スで競われ、選

手の皆さんは中継所を目指して懸命に力走。 一

般の部は大木戸チーム、中学生の部は藤田ジ ュ

ニアチームが優勝しました。



財 政 公 表

一般会計は

13 億 6975万円の支出

～平成４年度上半期の財政状況～

ま な 総　 て て 予 な 町 せ る 公 収 月 規　 し 況
す た 務 詳 く い 算 か 民 し も 債 入 一 定 こ ま ＿ 平

゜で 涜 し だ る　｀ り 皆 た の 費 及 日 に の す 九 成
も に く さ の 財 を さ 決 で の び か よ 財 ゜月 四
閧 お 知 い か 政 も ん 算 す 現 支 ら っ 政　 三 年
覧 い り　 ゜ ゛が っ の 報 ゜在 出 九 て 公　 十 度
す で た　 ぜ ど て 家 告 先 高 の 月 行 表　 日 上
る く い　 ひ の い 計 と 月 な 概 三 う は　 現 半
こ だ 方　 ご よ ま に 同 号 ど 況 十 も　｀　 在 期

と さ は　
覧 う す 密 匕 で を　 ゛日 の 町　 一 の

か い　｀　 に に ゜接 よ お 公 財 ま で 条　 を 財
で ゜役　 な な 町 な う 知 表 産 で ｀ 例　 公 政
き ど 場　 っ っ の っ に ら す ・ の 四 の　 表 状

一
　
　

般
　
　

会
　
　

針
　
　

の
　
　

執
　
　

行
　
　

状
　
　

況

像 入 》

区　　　　　 分　 予箟齲（千円） 取入滴舗（千円） 収入睾【％】

･l　　　　　　 稜　　7  .5  花　　　4  製 .0　　　64.8

釶　 方　 皿　 与　 硬　　 Ⅲ,e（x）　　23,949　　　21.6

利 子 爾 文li 査　　　3.6　　　　9.3  刎　　　27.7

ゴ ルフ場利刪攪交付金　　　 加,3（x）　　　5.0　　　x4.9

自 ● 奉取 擲稷文付 金　　　41.　　　 】.6.149　　　34.4

地　 方　 文　 付　 梗　1.770,0 （1　　1.3  以 .445　　　14J

文通安全対篥符別文付金　　　2.22　　　L042　　4s.9

分 釶 童 及 ぴ 舞 細 査　　　17,641　　　　?,928　　44.9

使 用 飩 及 ぴ 手 鮟 科　　　32.853　　　.4　　59.1

魎　 庫　 支　 出　 童　　19･.306　　　.3  町　　　6.4

県　 支　 出　 童　　 一 群 .9　　　.5  四　　　7.2

財　 蠹　 収　 人　　　L.4　　　.5　 】｣ .5

寄　　　 閥　　　 童　　　　 １　　　　　 ０　　　 －

細　　　 入　　　 査　　6  .8　　　　　0　　　 －

纖　　　 脯　　　 金　　　 ｓ,177　　　.7　　171.9

鰛　　　 蔵　　　 人　　　.3  %　　　   靆 る　　　25.1

町　　　　　　 仙　0  .400　　　　0　　　 －

合　　　 針　　　4,992,722　　0  .6  四　　41.3

〈晟 出〉

区　 分　 予算顔阡 円） 支出洟釧 千円） 傭行剰Ｓ）

議　会　 費　　　96,532　　　.6　　45.2

総　鵄　 費　1.9Z4,085　　　2.5　　　11.6

民　生　費　　2  .  4　　　93,89G　　　36.8

鵆　生　麦　　5 匐,261　　　2  .6　　　45.9

蠱林水座案麦　　4  .7　　　 町 .4　　　Z3.4

商　工　費　　　S3,0SI　　　 加,077　　　37.S

1　 木　輿　　634,2 跖　　　184,613　　　S.1

消　防　竇　　7.374　　　 鱒 .4　　　59.4

敢　育　賢　　6  .5　　　2  .5　　　37.3

災書●旧簧　　　　 ２　　　　　 －　　　 一

公　傭　賢　　3  .5　　　ｰ  .8 和　　　46.S

譴 支 出 竇　　　　 ｌ　　　　　　　　 一

予　鑼　鬢　　　6.　　　　　　　　　 －

合　 叶　　4.992.722　　L369.7  引　　　27.4

地
　
　

方
　
　

債
　
　

の
　
　

状
　
　

況

区　　 分　　　 ９月末礇高(千円)

土　　　 ＊　　　　　　､  4

教　　　 育　　　　　　9  .1

公 営 住 宅　　　　　　39.296

廁　　　 工　　　　　　48.  网

● 林 土 木　　　　　　44,918

総　　　 傀　　　　　　666,s00

俣 健 体 育　　　　　　.7

瀏　　　 訪　　　　　　 四 .5

衛　　　 生　　　　　　78,6a3

軣 害 麈 旧　　　　　　 立 .4 閥

そ　 の　 傭　　　　　　la3,402

肘　　　　　　　3,022,9sI

町
　

税
　

の
　

収
　

入
　

状
　

況

区　　　 分　　 予算額(千円)　 収入済談(千円)　 収入宰(％)

町　 民　 椏　　　3  . 6　　　　9.5　　　　S2.4

固 定 資 産 税　　　3  れ .0　　　28L6　　　7S.9

輊 自 勣 車 税　　　ﾛ  .4　　　　13,610　　　 間 1.5

町 た ば こ 椏　　　　.4  穗　　　　 囲 .3 四　　　83.0

特別土地保有攪　　　　2.0　　　　　1,8　　　　88,3

針　　　　　　7  .5 花　　　　494,945　　　　64.S

国民健●保険税　　　252.6　　　　ｰ  .542　　　　52.9



着 々 と 進 む 各 種 事 業

▲森江骭小学校体育館（教育費） Å園見町観月台文化センター（総務費）

▲林道阿畑賀志雄（農林水産業費） ▲公営住宅海山第３団地（土木費）

特
　

別
　

会
　

計
　

の
　
　

執
　

行
　

状
　

況

会　　計　　名 � 予算額 阡円） � 収人済飯（千円） �収人率(％) � 支出濱額（千円） � 執行爭（％）

【1民健摩保竢特別会jt �732.775 �3  ﾖ 7 ? �.  2 �240.325 �32.8

老人保健特別会計 �6  .003 �3  .276 �65.6 �2  . 9 引 �42,2

渇水紂董施設特別会計 �,  2 側 �14  . 3 �54.8 �8.4 �32  . 3

只田簡易水遇特別会計 �12,118 �6.275 �5L8 �4  .6 記 �38.6

育英事裏特別会計 �6  , 0 �2.7 �4S.6 �L840 �30.5

入山財産Ｋ 特別会Xt �7  靆 05 �3.7  絽 �52.3 �2.8 �40.3

直田財産区特別会計 �6.7 �270 �4.0 �63 �0.9

大木戸財産区特別会計 �165 �172 � 一 . 2 �84 �50.9

石毋田財屋区特別会計 �255 �183 �71.8 �67 �26.3

公共下水過持別会計 �ﾛ  3.659 �62.221 �3S.8 �.846 �32.2

土地闢発特別会計 �7(i,0(X) �3.5  村 �Z7.7 �ｰ  . S63 �IS.2



国
見
町
長
選
挙

冨
永
武
夫
氏
無
投
票
で
再
選

任
期
満
了

に
伴
う
国

見
町
長
選

挙
は
十
一
月
十
日
告
示

さ
れ
、
現

職
の
冨
永
武

夫
氏
ミ
ニ
）
が
無
投
票

で
当

選
し

ま
し

た
。
町

選
挙
管
理

委
員
会

は
十
六
日
に
当

選
証
書
交

付

式
を
行
い
、
新
任
期
は
十

一
月

二
十
七
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

八
島
博
正
氏
当
選

ま

た
、
同
日
告
示
さ
れ
た
国
見

町
議
会

議
員
補
欠
選
挙
（
欠
員
一

名
）
で

は
、
前
町
議
の
八
鳥
愽
正

氏
（
‐五
廴

が
無
投
票
で
当
選
し
ま

し
た
。第４回ふくしま駅伝

がんばれ ぐにみl
11月22日 （日）

白河→福島

郷
土
の
代
表
ラ

ン
ナ
ー
か
タ
ス

キ
を
つ
な
い
で

、
福
島
県
を
縦
断

す
る

『
第
四
回
市

町
村

対
抗
福
鳥

県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会

』（
略
称
・

ふ
く

し
ま
駅
伝
）

は
十

一
月
二
十

二

日
午
前
八
時
五
分

、
白
河
総
合

運
動
公

園
を
ス
タ
ー
ト
し

。
福
鳥

県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
全
長
一

〇

一
・
七

～
に

（
十
四
区
間
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

今
大
会

に
は
八
十

八
市

町
村
か

参
加
、
女
性
ラ

ン
ナ

ー
三

人
を
含

む
十
四

人
の

郷
土
の
ラ

ン
ナ

ー
が

継
脚

を
競
う
な
か

、
国
見
町
選
手

団

は
「
国
見
町
駅
伝
競
走
部
」
の

メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
合
同
練
習

や
ミ
回
の
合
宿
を
は
じ

め
厳
し

い

練
肖

を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

選
手
の
皆

さ
ん
は
、
町
の
代
表

と
し
て

持
て

る
力

を
十
分

に
兇
揮

し

。
上

位
入

賞
を
目
指
し
て

い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
。
温
か

い
ご

声
援
を
お
願

い
し
ま
す

。

国 見 町 代 表 選 手
�距離(k齠� 氏　 名 �年齢 �勤務先・孚校名 ��距雌(㎞) � 氏　名 �年齢 �動務先・学校名

監　 督 ��八巻 忠義 �44 �岡見町役場 �10 区 �3.6 �丘十嵐佐和 �12 �県北中１年

コーチ ��高檎　豊光 �37 �丸　 鮮 �ｎ　 区 �8.5 �佐藤　 滋 �17 �福島工鳥２年

１　区 � ４．３ �佐藤　 恵 �15 �県北中３年 �12 区 �10.0 �高橋　豊光 �37 �丸　 鮮

２　区 � ３．３ �佐藤真紀子 �15 �県北中３年 �13 1K �2.5 �鈴木 弘 こ�33 �自衛隊

３　区 � ８．６ �松浦　 裕ft �17 �柵島 ‾E高２年 �14　区 �12.1 �佐久間光雄 �26 �国兄電子

４　区 �8.8 �関很 英樹 �20 �福島日 本電気 �補　欠 ��斎藤　松75 �51 �福島製鋼

５　区 �8.0 �村1･. 俊弘 �46 �大室電 裏 ���鳥村 義孝 �40 �福島県庁

６　区 �5.3 �大沼　哲也 �13 �県北中２年 ���鈴木　智史 �14 �県北中２年

７　区 � ８．１ �中野　義夫 �36 �人岩機器工裏所
���一一一條　 聡

�13 �県北中１年

８　区 �5.4 �阿部　苒皿 �15 �県北中３年 ���赤坂　 稔 �13 �県北中１￥

９　区 �5.2 �後藤　正幸 �15 �県北中３年 ���佐藤あゆみ �13 �県北中１年



収
穫
祭
で
自
作
の
米
を
味
わ
う

小
坂

小
学
校
（
渡
部
正

俊
校
長
）

の

収
穫
祭
は
十
一
月
六
日
、
体
育

館
で
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
自
分

た
ち
で
作
っ

た
米
に
舌
つ
づ
み
を

打
ち
。
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま

し

た
。

児
童

た
ち
に
動
労
の
尊
さ
。
収

穫
の
喜
び
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で

、
収
穫

祭
で

は
五
、
六
年

生
に
よ

る
音
楽

発
表
、
学
年
ご
と

に
米
や
サ
ツ
マ

イ
モ
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
栽
培
し
た

作
物

の
成
育
や
研
究
結
果
を
発
表
。

く
わ
を
手

に
し
て
の
実
演
な
ど
も

あ
り
、
熱
演

ぷ
り
に
盛
ん
な
拍
手

か
送
ら
れ
ま
し

た
。

昼
食
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ

ん
と
一
緒
に
、
自
分
た
ち
か
育
て

た
も
ち
米
の
赤
飯
な
ど
を
味
わ

い

ま
し
た
。

▲栽培の体験発薺などをした収穫犖

成人おめでとう

ございます

平成５年

成人 者

来
年
一
月
十
五
日
の
「
成
人
の

日
」

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ

ま
す
。

対
象
者

は
。
昭
和
四
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町

内

在
住
者
で
す
。
た

だ
し

。
希
望

す

れ
ば
国
見
町
出
身
の
町
外
在
住

者
で
も
出
席
で

き
ま
す

の
で
、
お

早
め
に
町
教

育
委
員
会

に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

平

成
四
年

十
月
一
日

現
在
の
予

定
者

は
。
次

の
か
た
か

た
で
す
。

氏

名
に
誤
り

や
記
載
も

れ
が
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

国
見
町
教
育
委
員
会

韲
翦
2
1
1
1
　
内
線
２
１・
１

有
線
4
1
7
1

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

▲平成４ 年成人式

・

小
坂
地
区
　
2
5名

佐

藤

伸

樹

高

原

恭

子

早
　
田
　
　

捻

小

出

ち
か
子

大

越
　
　

渉

後

藤

乍

臣

大

野

奈

芙

佐

藤
　
い
ず
み

紺

野

秀

幸

安

積

ひ
ろ
み

商

擒

哲

夫

熊

坂

不

尋

膏

野
　
　

崇

高

野

朋

弘

簡

田

明

宏

柴
　
田
　
ひ
と
み

俺

藤

典

子

朽

木

智

親

安

藤

雅

呪

佐

藤

永
　
一

一
　
條

千

秋

渡

邊

あ
け
み

高

原

か
す
み

鴨

田

秀

幸

福

田

艮

子

一

藤
田
地
区
　
7
3
名

佐
久
間

貴

子

墟
　
田

由

里

鈴

木

義

侶

佐

藤

鋭

司

晧

江
　
　

敕

遠

Ｓ

早

苗

瀬

戸

俊

泰

山

崎

彫

子

齊

藤

哲

也

太
　
田

裕

子

舟

山

恵
美
子

東
海
林

正

尚

佐

藤

順

子

坂

本

貴

広

加

藤

史

賻

後

藤
　
　

渉

佐

蕕

智

昭

阿

部

信

也

槊

野

裕

美

八

巻

利

至

斎

藤
　
ひ
ろ
み

佐

藤

智

浩

瀏

田

寛

志

佐

藤

正

曝

阿

部

圭
　
一

菊

地

正

明

松

浦

富
由
子

八

島

祥

子

古

内

知

子

太
　
田

聖

子

安

達

忠

笑

青

木

亜
希
子

安

藤

有
貴
子

渡

邊

城

路

歇

野

理

恵

加

藤

明

美

早

川

優

子

菊

地
　
　

晃

矢

郎

智

子

小

林

伸
　
一

八

鳥

あ
ゆ
み

斎

藤

あ
ゆ
み

金

澤

泰

志

寺

鳥

健

治

石

黒

央

樹

蓬

旧

知

襲

鴨

田
　
　

忍

穐

月

祥

子

佐
久
間

幸

司

大

関

愈

子

佐

藤

淳

子

緑

上
　

】
　
昭

高

木

香

史

内

村

笑
奈
子

一
　
條

義

幸

阿

部

正

行

松

浦
　
　

毅

佐

藤

な
お
み

商

鳴

和

美

本
　
田

純
　
一

大

竹

宏

紀

宍
　
戸

博

昭

高

橋

雅

幸

吾

妻

健

治

川

村

亜
希
子

商

橋

信
　
一

松

浦
　
　

隆

大
和
田

亜
矢
子

工

藤

慎

ｉ

佐

藤

丈
奈
子

松

浦

順

子

池
　
田

浩

紀

古
　
田

月

弘

・

森
江
野
地
区
　
2
8
名

鳳
　
　

一
　
夫

佐

藤

真
知
子

佐

鵬

伸

明

渡

邉

千

春

斎

藤

塁

史

寺

鳥

利

香

斎

藤

岬

儀

八

巻

理
加
子

八

巻

計

博

八

巻

尚

洋

斎

藤

勇

人

徳

江

正

弘

村

Ｅ

弘

人

小

西
　
め
ぐ
み

菅

野

江

美

佐

藤

弘

明

佐

藤

勝

志

斎

藤

は
る
み

食

藤
　
　

正

斎

藤

高

規

總

江

雄
　

】

渡

辺

由

美

後

藤

智

子

嘯

江
　

エ
　

丶゙

村

上

弘

笑

岡

畸

順

子

佐

藤

藤

彦

佐
久
間

真
里
子

・

大
木

戸
地
区
　
1
9
名

佐

麗

良

広

齋

藤

友
茂
廩

商

檎

哲

皀

星

野

和

弘

松

浦

冊

子

八

鳥

裕

子

八

島

嶌
奈
災

松

浦

和

子

関

桃

英

樹

笠

松
　
ひ
と
み

阿

部

浩

美

商

柵
　
一
　
徳

高
草
木

孝

子

中

山

秀

貴

遠

藤

利

翕

渡

部

久
美
子

志

村

啓

子

松

浦

男

治

笠

松

ひ
ろ
え

・

大
枝
地
区
　
1
3
名

佐

藤

昭

文

佐

藤

和

憲

一
　
條

裕

子

潮

戸

富

子

後

藤

和

雄

鈴

木

消

貴

佐

藤

弓

枝

小

林

麻

美

松

浦

義

尚

玉
　
手
　
　

実

鈴

木

由
美
子

齊

滕

美
枝
子

鈴

木

災

恵



町
社
会
福
祉
協
議
会
が

大
会
長
表
彰
を
受
賞

Ｉ

第
4
6回
県
社
会
福
祉
大
会
～

十

月
三

十
日
。
福
島
市
の
飯
坂

温
泉
観

光
会

館
で
開
催
さ
れ
た
第

四
十
六

回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会

に
お
い
て

、
社
会
福
祉
法
人
国
見

町
社
会
福
祉
協
議
会

が
社
会
福
祉

活
動
優
秀
団

体
と
し
て
、
大
会
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
平

成
二
年
四
月

に
法
人
化
さ
れ
。
本

年
で
三
年
目
で
す
か
、
町
民
総
参

加
の
も
と
に
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
地
域
社
会
福
祉
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
た
び

の
受
彰
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
会

員
で
あ
る
町
民
の
皆
様
に
は
深
く

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
大
会
席
上
、
十
一
月
八

日
に

Ｉ
〇
四
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た

内
谷
の
鴨
田
惣
太
郎
さ
ん
を
介
護

さ

れ
て

い
た
鴨
田
タ
キ
ノ
さ
ん
か

介
護
体
験
発
表
を
行

い
二
千
人
の

参
加
者

に
深

い
感
銘
を
与
え
ら
れ

ま
し

た
。

1
1
月
2
4
日
か
ら

町

政

懇

談

会

平
成
四
年
度
の
町
政
懇
談
会

は
、

十
一
月
二
十
四
日
か
ら

町
内

十

｝

会

楊
で

開
催
さ
れ
ま
す

。

懇
談
会

は
、
対
話
を
通
し
て
町

民
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
今
後
の
町

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目

的
に
、
ま
た
、
町
の
重
要
施
策
を

理
解
し
て

い
た
だ
く
機
会

と
し
て

闘
催
し
て

い
る
も
の
で

、
今
年
で

五
回
日
を
迎
え
ま
す
。

今
年
度

は
、
福
祉

バ
ス
を
利
川

し

町
内

施
設
を
視
察
、
そ
の
後
。

懇
談
会

を
鬨
き
ま
す

。

な
お
、
参
加
の

ご
案
内
は
町
内

会
畏

さ
ん
よ
り
通
知
を
さ
せ
て

い

た
だ
き
ま

す
。

平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に

町
戦
没
者
迫
悼
式

は
十
月
二
十

七
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

過
去
の
戦
争
で
親
族

を
亡
く
し

た
遺
族
の
皆
さ
ん
な
ど
約
百
五
十

人
か
出
席
。
全
員
で
黙
と
う

を
さ

さ
げ
た
あ
と
、
冨
永
武
夫
町
畏

か

式
辞

、
仲
野
周
一
町
巌
会
議
長
な

ど
が
追
悼
の
言
葉
を
述

べ
。
献
花

し
ま
し
べ

引

き
続
き

、
町
戦
没
者
慰
霊
祭

か
行

わ
れ
、
法

要
を
し
た
あ
と
、

参
加
者
全
員
で
焼
香
し
、
平
和
へ

の
誓

い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

ス

パ
イ

ク

タ
イ

ヤ
は

使

川

禁

止

～

違

反

す

る

と

1
0万
円
以
下
の
罰
金
～

平
成
二
午
六
月
に

「
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に

関
す

る
法
律
」
か
制
定
さ
れ
。
環

境
庁
長
官
か
指
定
す
る
地
域
で

は
、

昨
年
四
月
一
日
か
ら
ス

パ
イ
ク
タ

イ

ヤ
の
使
用

が
禁
止
に
な
り
ま
し

た
。
ま

た
、
今
年
の
四
月
一
日
か

ら
は
違
反
者

に
対
し
て
は
十
万
円

以
下
の
罰
金
か
科
せ
ら
れ
ま
す
。

粉
匕

ん
公

害
を
な
く
す
た
め
に

は
、
脱

ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
に
対
し

て
み

ん
な
か
理
解
を
深

め
、
協
力

す

る
こ
と
が
非
常

に
大
切
で
す
。

粉
じ
ん
公
害

の
な
い
、
住
み
よ

い

環
境

を
み
ん

な
で
っ
く

り
て

い
き

◇
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

使
用
禁

止

が
除
外
さ
れ
る
自
助
車

消
防
車
、
救
急
車
等
の
緊
急
用

車
両

。

身

体
障
害
者
及

び
戦
傷
病
者

本

人
が
運
転
す

る
車
両
。

大
型
自
動
車
等
。
（
平
成
五
年

四
月

一
日
か
ら
は
、
使
用
禁

止
）

除
雪
車
両
等
。

◇

大
型
車
に
対
す
る
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
使
用
禁
止
・
罰
則
の
適

用車
両
総
重
量

が
・。ラ

ン
を
超
え
る

車

に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
四

月

一
日
か
ら
指
定
地
城
内
で
の

ス
パ
イ
々
／
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁

止

及

び
罰
則
蜆
定
か
適
用
さ
れ
ま

す

。

▲町戦没者追悼式

毎

月
１

日

は

バ
ス
・
鉄
遭
利
用

促
進
デ

ー

快
適
な
地
域
づ
く
り

町
づ
く
り
の
た
め
に

近
年
の
急
速
な
自
家
用
自
動
車

の
普
及
に
伴

い
、

バ
ス
や
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用

者
は

年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
す
る
大
が

減
る
こ
と
は
、
そ
の
交
通
機
関
の

維
持
が
困
難
に
な
り
、
運
行
回
数

か

減
る
な
ど
、
子
ど
も
や
お
年

寄

り
な
ど
自
動
車
を
連
転
で
き
な
い

人
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す

。
ま
た
、
交
通
事
故
の
増
加
や
都

市
部
に
お
け
る
交
通
渋
帯
の
発
生
、

あ
る
い
は
騒
音
、
大
気
汚
染

な
ど

の
環
境
問
題
と
も
併
せ
て
、
自
動

車
は
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
問
閣
を
引

き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

毎
月
一
日

は
「
バ
ス
・
鉄
道
利

用

促
進
デ
ー
」
・

み
ん
な
で
マ
イ

カ
ー
を
節
車
し

、
バ
ス
や
電
車
の

利
用

を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

1
1月
1
1日
～
1
7日

税
を
知
る
週
間

～

暮
ら
し
を
支
え
る
税
～

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し

が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
税
金
は
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
た
め
の
大

切

な
財
源
で
す
。

税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中

、

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義

や
役
割
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る

よ
う
、
座
談
会
の
開
催
、
税
に
関

す
る
資
料
の
展
示
、
税
務
相
談
な

ど
各
種
の
行
事

を
行

い
ま
す
。
ま

た
、
町
で

は
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
主
催
し

、
小
学
校
児
童
、

中
学
校
生
徒
の
税
に
間
す
る
標
語

と
μ

の
作
品
を
募

集
、
優
秀
作
品

を
町
文
化
祭
等
に
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
。
あ
な
た
も
税
金

の
仕
組
み
や
使

い
み
ち
に
っ

い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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関の水分神社と

峠 田 の 南 館

菊　池　利　雄
Ａ間の水分神社本殿

奥
州
街
道
の
桑
折

宿
で

分
岐
し
．

奥
州
地
方
の
表
と
裏

側
を
結
ぶ
羽

州
街
道
は
、
小
坂
峠
か
ら
金
山
峠

の
間
を
白
石
川
沿

い
に
走

ご
ｌ
お

り
、
峠
下
集
落
を
な
す

小
坂
宿
と

榊
下
宿
間
の
刈
田
郡
に
は
、
上

戸

沢
・
下
戸
沢
・
渡
瀬
・
関
・
滑
津
・

峠
田
・
湯
原
の
七
つ
の
宿
場
か

匱

か
れ
、
俗
に
こ
の
間
を
山
中
七
ヶ

宿
街
道
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

南
北
朝
末
か
ら
室
町
時
代

（
卜

四
世
期
末
）
の
初
め
に
か
け
て
、

伊
達
宗
遠
・
政
宗
の
親

子
は
、
こ

の
街
道
伝
い
を

二
井
宿
峠
越
え
に

置
賜
郡
へ
侵
攻
し

、
長
井
道
房
を

攻
め
滅

ぼ
し
て
支
配
下

に
置
き
。

本
領
の
伊
達
郡
と
新
領
置

賜
郡
を

結

ぶ
、
軍
事
・
交
通
上
の
要
衝
地

と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
く

る
。

近
世
初
頭
、
秋
田
藩

の
家
老
梅

津
政
景

は
元
和

元
年
【

】
六
一
五
）

五
月
、
幕
府
の
指
令

に
よ

り
桑
折

と
山
形
間
の
道

を
測
量
し

、
寛
永

元
年
（
一
六
二
四
）

に
は
秋
田
藩

主
佐
竹
義
宣
は
、
樽
下
宿
か
ら
険

祖
な
金
山
峠
越
え

に
、
湯
原
へ
の

衝
道
と
宿
駅
を
整
備
し
参
勤
交
代

帰
国
時
の
途
に
つ
き

、
明
暦
二
年

こ

六
五
六
）
以

降
は
、
出
羽
国

の
渚
大
名
も
こ
れ
に
習

っ
た
。
後

に
は
高
畠
御
城

米
の
上
郡
・
徳
江

川
岸
へ
の
搬
送
や
渚
物
資
の
交
流

、

伊
勢
参

宮
や
出
羽
三
山
詣
で
に
、

往
来
す

る
旅
人
等
で
こ
の
街
道
は

繁

い
を
呈
し

た
。

南
北
朝
期
以
降
、
七
ヶ

宿
町
の

地
と
伊
達
郡
は
伊
達
氏
の
、
支
配

下

に
あ

。
た
時
期
か
あ
り
。
閥
見

と
の
関
係
の
深

い
文
化
財

か
み
う

け
ら
れ
る
。
闃
村
の
鎮
守
水
分
神
旺

（
川
御
嶽
蔵
上
権
現
旺

）

は
、
町

場
の
北
白
石
川
対
岸
の
神
林

山
に

あ
っ
て
、
秋
の
祭
礼
に
は
杉
の
老

大

木

に
お

お
わ

れ
た

、
杜

前
の

庭
で
流
鏑
馬
の
神
乍

が
奉
納

さ
れ
、

社
の
本
殿
は
残
さ
れ
た
楝
札

か
ら

天
文
二
亅
四
年
（
一
五
五
五
）
Ｌ

川
。
閹
八
幡
館
の
館
ま
で
あ

っ
た
、

伊
達
氏
宿
老
中
野
常
陸
介
に
よ

っ

て

の
造
営
さ
れ
た
も
の
で

。
肖
町

の

『
伊
達
内

光
明
寺

之
住
人
、
渋

谷
四
郎
兵
衛
秀
吉

』
が
人
工
棟
梁

と
し
て

、
建
立
を
み
た
む
の
で
あ

る
。
（
仙
台
藩
安
永

『
風
土

記
御

用

書
上

』
刈
田
郡

関
村
）

ま
た
、
峠
田
町
の
南

側
に
は
南

館
か
あ
る
。
「
風
土
記
御
用
書
Ｌ
」

湯
原
村
の
項
に
は
、
コ

、
南
館
、

高
サ
円
丈
、
南
北
六
十
間
、
東
西

二
十
間
、
右
（

大
窪
内

膳
様
慶
長

年
中
御
住
居
之
由
申
伝
候
。
当
時

（

萓
野
二
罷
成
候
事
ご

と
あ
り
、

寛
永
の
「
湯
原
村

検
地
帳
」
に
は
。

大
窪
氏

の
家
中

侍
四
名

と
町
居
住

の
家
中
十
二
名
が
登
載

さ
れ
て

い

る
。
大
窪
氏

は
当
町
人
窪
郷

（
現
高
城
東
大
窪

館
）

を
。
出
自

と
し

た
伊
達
氏
の
一
族
で

。
太
閤

の
奥
羽

仕
置

に
よ
る
伊
達

政
宗
の

国
替

に
従
い
、
峠
田
南
館

に
移
住

し
た
と
み
ら
れ
る
。

献
血
功
労
者
に

有
功
章
を
伝
達

献
血
功
労
者
に
対
す
る
有
功
章

の
伝
達
式
は
十
月
九
日
、
役
場
町

長
室
で
行
わ

れ
ま
し

た
。

五
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
三

人
に
金
色
有
功
章
、
三
十
回
以
上

の
二
人
に
銀
色
有
功
章
か
日
本
赤

十
字
阯
か

ら
贈
ら

れ
ま
し

た
。

伝
達
式
で

は
、
斎
藤
正
美
さ
ん

ら
一
人
ひ
と
り
に
冨
永
町
長
か
ら

有
功
卓
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬

称

略

）

▽
金
色
有
功
章

斎
藤
　

正
美
（
耕
谷
）

鑓
水
　

正
春
（
源
宗
山
東
）

酒
井
　

勝
弘
（
第
十
二

）

▽
銀
色
有
功
章

古
田
　

光
裕

（
第
四
）

菊

地
　
弘
笑

（
宮
町
北
）

渡
辺
智
徳
君

最
優
秀
選
手
に
輝
く

若
い
力
を
競

い
合
う

洳
福
鳥
県

中
学
新
人
陸
上
競
技
大
会
は
十
月

卜
八
日
、

い
わ
き
市

の
い
わ
き
陸

Ｌ

競
技
楊
で

開
か

れ
ま
し

た
。

ふ
く
し
ま
国
体
を
控
え
、
競
技

力
の
向
上

と
優
秀

選
手

の
強
化
育

成
を
目
指
し
て
中

学
一
、
二
年
生

を
対
象
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
こ

の
大
会

に
出
場
し

た
県
北
中
の
渡

辺
智
徳
君

三

年
）
は
男
子
百
、
二

百
ｙ

で
見
事
優
勝
、
奥
山
明
典
君

（
二
年
）
は
混
成

（
百

卜
障
害
、
走

り
幅
跳

び
）
で

三
位
に
入
賞
し
ま

し

た
。
短
距
離
で

二
種
日
を
制
し

た
渡
辺
君

は
最
優
秀

選
手
に
選
ば

れ
る
と
と
も

に
、
学
校
対
抗
で
も

男

子
の
部
で
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

▲冨永町長から有功章の伝達を

受ける功労奮の皆さん

▲成績報告のため富永町長を訪問



老
後
は
安
心
…
…

国

民

年

金

国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
し
て

い
ま
す

私
た
ち
か
社
会
生
活
を
し
て

い

く
う

え
で

、
自
分
の
老

後
の
生
活

を
考

え
た
り
。
年
老

い
た
両
親
の

生
活
を
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は

当
然
の
こ

と
で
す
。
し
か
し

、
そ

う
し

た
個
人
の
自
助
努
力
に
は
。

一
定
の
限
界
も
あ
り
ま
す
し
、
激

し

い
イ

ン
フ
レ
な
ど
か
起
き
た
と

き
に
は
、
そ
の
生
活
設
計
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
個

人
の
自
助
努
力
を
前
提

と
し

な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
国
民

み
ん
な
で
支
え
あ

り
て

い
こ
う

と

い
う
、
生
活
の
支
え

と
し
て

の
国

の
制
度
な
の
で
す
。

物
価
が
上
が
っ
て
も

大
　

丈
　

夫

国

民
年

金
は
個
人
年
金
と
違

い
、

物
価

の
上
昇

に
対
応
し
て
年
金
額

が
自
動
的
に
上

が
る
物
価
ス
ラ
イ

ド
制

を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
年

金
の
価
値
は
、
大
幅
な
物

価
上
昇

な
ど
が
あ
っ
て
も
目
減
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま

た
。
少
な
く
と
も
五
年
に
一

回
は
、
そ
の
と
き
の
生
活
水
準
に

照
ら
し
て
今
の
年
金
額
で
よ
い
の

か

ど
う
か
の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
社
会
経
済
の
変
化
に
も

的
確
に
対
応
で
き
ま
す
。

無
料

交
通
事
故

相
談

交
通
事
故
いト

ト
加
害
者

、
被
害

者
ど
ち
ら
も
悲

惨
な
も
の
で
す
。

交
通
事
故
で
悩
ん
だ
り
、
困

り
て

い
る
方
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く

だ

さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に

な
っ
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇

相
談
日
時

月
曜

～
金
曜
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
半
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時
4
0
分

◇

相
談
鳩
所

福
島
市

栄
町
1
0－
2
1

福
鳥
自
動
車
保
険
請
求
相
鮫
セ

ン
タ
ー

雲
剛
1
2
9
5

（
直
通
）

お
気
軽
に
ご
相
破
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所

十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

第
4
4回
「
人
権
週
間
」
で
す
。

町
で

は
福
鳥
地
方
法
務
局
、
福

鳥
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
共
催

し
、
次
の
と
お
り
無
料
特
設
相
談

所
を
閧
般

い
た
し
ま
す
。
困
り

ご

と
、
悩
み

ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
・

相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。相

談
員
は
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員
で
す
。

◇
開
催
日
畤

平

成

４

年

１９一
月

４

日
（
金

）

午

前
1
0
時
～

午

後

３
時

◇

場
　

所

町

民
福
祉

セ
ン
タ
ー

■

問
い
合

わ
せ

・
住
民
福
祉

課
福
祉
係

酋
翦
2
1
1
1
　内
線
１
３
４

募
　

集

勤
労
者
文
芸
作
品

県
内
に
働
く
皆
さ
ん
か
、
動

労

の
余
暇
に
制
作
し
た
作
品
に
つ
い

て
発
表
の
機
会
を
提
供
し
、
県
内

文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
と
お
り
文
芸
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
・

◇
種
目
・
字
数
等

・
詩
：
一
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
三
枚

以
内

、
二
編

ま
で

・
短
歌
‐：
五
首
以
内

・
俳
句
‐：
五
句
以
内

・
川
柳
…
五
句
以
内

◇
応
募
資
格

県
内

で
働
く
方

々

◇
応
募
上
の

注
意

本

人
の
創
作
で
未

発
表
の
も
の
。

用
祇

は
原
則

と
し
て

四
百
字
茹

原
稿
用
紙
を
用

い
頭

書
に
勤
務

先
、
住
所

、
氏
名
（
ふ
り
か
な
）、

年
齢

、
電

話
番

号
を
明
記
し
て

く

だ
さ
い
。

原
稿

は
楷

書
で
は

っ
き
り
書
き
、

な
る

べ
く
常
用
漢
字
、
現
代

か

な
づ
か
い
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
締
切
期
日

平

成

４
年

狎一
月
1
0
日
（
木

）

◇
入

賞
者
の
発

表

入
１
者
本
人
に
通
知
す
る
と
と

も

に
、
機
関
誌

「
ふ
く
し
ま
労

働
展
望
」
に
発
表
、
併
せ
て
同

誌
に
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

。

■
作
品
の
送
付
先
・
問
い
合

わ
せ

個
笂
襠
島
市

徊
裘
町

２
－
1
6

福
島
県
商
工

労
働
部

労
政
課
勤

労
者
文
芸

作
品
係

韲
卸
1
1
1
1

内
線
2
9
8
4

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽

し

い

狩

猟

（

ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
、
1
1月
1
5

日
は
待
望

の
狩

猟
解
禁
日
で
す
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
、
事

故
の
な
い
楽
し

い
狩
猟
を
し
ま
し

◇

狩
猟
を
す
る
と
き
は

次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う

発
射
の
際
は
、
必
ず
前
方
（
矢

先
）
の
安
全
を
砲
認
し

、
安
全

か
確
認
で
き
な

い
と
き
は
発
射

し
な

い
。

水
平
撃
ち
を
し
な
い
。
ま

た
、

竹
林
な
ど
跳

弾
の
お
そ
れ
の
あ

る
楊
所
で

は
発
射
し
な

い
。

人
家
や
人
の
気
配

が
す
る
方
向

に
は
、
絶

対
銃

口
を
向
け
な

い
。

実
包
は
発
射
の
直
前
ま
で
装
て

ん
し
な

い
。
ま
た
、
必
要
か
な

く
な

り
た
ら
直
ち
に
脱
包
す
る
。

歩
行
、
休
憩
時
に
は
銃
を
折

り

て
お
く
か
、
遊
底
を
引
い
て
機

関
部
を
開
放
し
て

お
く
。

募
　

集

自
　
衛
　
官

自
衛
隊
で
は

、
平
成
四
年
度
第

三
次
自
衛
官
（
２
等
陸
・
海
・
空

士
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

◇
募
集
期
限

平
成
４
年
1
2月
3
1日
ま
で

◇
試
験
期
日

ま
・
日
曜

日
、
祝
祭
日
を
除
き

、

毎
日
実
施
し

ま
す

■

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

福
鳥
市
須
川
町
５
の
５

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
福
島

募
集
案
内
所

・
ｌ
咄
5
5
2
9

お

し

ら

せ



西

分

署

だ

よ

り

お
宅
の

「
煙
突
、
煙
道
」
は

大
丈
夫
で
す
か
？

最
近
、
煙
突
等
の
不
備
、
欠
陥

に
起
因
す
る
火
災
か
多
く
発
生
し

て

い
ま
す
。

主
な
不
備
、
欠
陥

煙
突
の
っ
な
ぎ
目
か
は
ず
れ
て

い
る
。

煙
突
か
古
く
、
あ
ち

こ
ち

に
亀

裂
、
穴
が
あ
る
。

煙
突
の
支
え
が
無
く

、
強
風
で

飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

煙
突
か
壁
、
軒

先
等
に
近
づ
き

過
ぎ
て
い
る
。

軒
下

に
煙
突
の
排

気
口
が
あ

る
。

天
井
裏

等
に
不
完
全
な
被
覆
の

煙
道
が
あ
り
、
高
熱

が
溜
り
や

す
い
。

煙
突
の
壁
等
の
貫

通
部

に
防
火

処
置
が
な
い
。

め
が
ね
石
か
不
充

分
で
あ
る
。

め
か
ね
石
を
化

粧
板
で
囲

っ
た

た
め
、
壁
体
内

に
高
熱

が
た
ま

っ
て
い
る
。

煙
突
の
掃
除

を
し
な

い
。

お
宅
の
煙
突

、
煙
道
を
点
検
し

て

こ
の
よ

う
な
状
況
で
あ
れ
ば
。

早
急
に
改
善

、
修
理
か

必
要
で
す
。

毎
年
の
統
針
か
ら
火
災
の
原
因

を
み
る
と
、
火
災
は
皆
さ
ん
の
ち

ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
発
生
し

て

い
る
こ
と
か
多

い
の
で
す
。
な

か
に
は
。
般

備
、
器
具
か
故
障
や

破
損
し
て

い
て
も

、
今
ま
で
何
と

も
な
か

っ
た
か
ら
と

。
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
火
災

に
な
っ
た
例
も
多

く
あ
り
ま
す

。
こ

の
よ
う
に
、
火

災
は
気
持
ち

の
「
油
断
」
か
ら
発

生
し
て

い
る

の
か
現
状
で
す
。
尊

い
人
命
、
貴

重
な
財
産

を
失

っ
て

か
ら
悔
や
ん
で
も
遅
い
の
で
す
。

未
然
に
「
点

検
、
用

心
」
で
火
災

を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

1
1月
９
日
～
1
5日

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

－

間
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

Ｓ
黯
3
1
9
0

法
務
局
か
ら
の

お

知

ら
せ

登
記
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
平
成
五
年
一
月

一
日
か
ら

登

記
簿
の
閲
覧

、
謄
本
・
抄
本
等
の

手
数
料
の
額
か
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
す

。

●
登
記
簿
の
閲
覧

三
〇
〇
円
↓

四
〇
〇
円

・

謄
本
・
抄
本

六
〇
〇
円
↓

八
〇
〇
円

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
法
務
局

窓

口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
島
市
霞
町
１
‐
4
6

福
島
地
方
法
務
局

萱
叫
1
1
1
1

1
1月

今
月
の
納
税

（

納

期

限

・
・
・
1
1
月
3
0

日

）

・

固

定

資

産

税

（
第

四

期
）

・

伊
達

西
部
土

地
改
良

区

費
（
後

期
）

・
伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費
（
後
期
）

戸 籍 の窓 口
〈10 月受 付 分〉

出 生 おめ でと うご ざいま す

子 の 名　 保岐者　　町内会
真 央(ま　 お)火戸　 徹 第　 一
廉蕁美(ま な み)東海林二郎 宮 町 北
軈奈美(ほ な み)阿郎 良次 大　 坂
亮 太(りょうた)宍戸 仁志 第　 七
笑 徳(み　 ほ)舟山 英仁 山崎宮舘
輿 子(ち か こ)蓬田　 裕 泉 田 中
宗 俊(むねとし)中山 家隆 光 明 寺
祁 弥(い く み)小野 鴨葵 耕　 谷
綾 番(あ や か)佐藤 公彦 宮 町 南
徼( と お る)佐藤贄次郎 徳 江 北

愛 鈴(え　 り)佐藤 智秋 錦　 町
路 乃(ゆ き の)僅藤 政俊 大 町 南

結婚 おめでとうございます

氏　　 名
稲 村　　 修
松 浦 和　子
平 間 吉 男
村 上 生 子
斎 藤 思 一
菊 地 桂 子
佐 鵬 正 博
星 野 和 子
瀬 戸　　 學
斎 藷 紹 千
古 田　良 一
渡 辺 俊 枝
菊 地 伸 幸
佐 恥 拠恵子

町内会
伊 達 町
石陬田原
富 城 県
山　 根
石毋田柬
保 原 町
梁 川 町

光 明 寺
原　 町
鳩 鳥41
第　 四
伊 達 町
第 十 二
霊 山 町

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会
仲 野 傳 治　　60　　 泉 田 中
小 鳥　　 浩　　74　　 大　 坂
攸久間 マサヨ　　91　　 第　 二
新 村 京 子　　S3　　 内 谷 東
松 浦　フ　ク　　?9　　 石毋田原

人 口 と 世 帯
11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

一男 行 1人(  十 4 )

女6  靆 人(  十 2 )

一針11,963 人(  十 6 )

世帯数3  , 011戸(  十 I)

転 入　17人

転 出　18人

出　生12 人

死　亡　５人

11 月　霜月（しもっき）

21 日 (土）最低賃金周知旬間

22 日（日）小 雪

23日（月）動労感謝の日

日 ( 土）税関 紀念日

12月 師走（しわす）

１日（火）蠢末たすけあい運動

４日（金）人権週 間

８日（火）針供養

911･（水）身 体障害者第 社 間

心配ごと相談日
場所：役場 二階 相談室( 東側人口Ｓ

時間：９時～12 時

こ まったことや。 相該ごとがありましたら。

お気軽にご相破下さい。 秘密は絶対に守り ます。

(相破員)

11月 日 (水）桜沢　 正・佐久間モト

12月５日（土）松浦 輝夫・渋谷 愛子
12月 日 (火）斎藤 光夫・後藤　アヤ

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

8 5 ｰ 2 6ワ６

（有）４156

子
育
て
教
室
野
外
研
修

「
自
然

の
中
で
」
を
テ

ー
マ
に

九
月
二
十
一

卩
、
半
田
沼
公
園
で

野
外
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
頃
、

戸
外
で
遊

ぶ
こ
と
の
少

な
く
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
さ

わ
や
か
な
秋
の
一
日
を
広
い
自
然

の
中
で
、
親
子
か
体

ご
と
ふ
れ
あ

い
、
と
く
に
ふ
れ
あ
い
の
少
な
い

お

父

さ
ん

に
も

ぜ
ひ
参

加

し

て

ほ
し

い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

残

念

な

が
ら

お
父

さ
ん
の

参
加

は
一
人
だ
け
で
し
た
・

母
観
五

名
。

子
ど
も
四
名
、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
四

名
、
講
師
は
福
鳥
市

新
体
操
ク
ラ

ブ
の
過
足
先
生
を
お
願

い
し
ま
し

た
・

日
程
の
変
更
な
ど
で

参
加
者

が
少
な
く
、
家
庭
的
な
ピ
ク

‘匸

ク
と

い
っ
た
感
じ
で

多
目
的

運
動

広
場
の
広
々
と
し
た
草
原
か

、
う

す
雲
り
の
や
わ
ら
か
い
日

ぎ
し
の

中
で
爽
快
な
気
持
ち

に
な

り
ま
し

た
。
先

生
の
号
令
で
お
父

さ
ん
、

お

母

さ
ん

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の

方
々
も
童

心
に
か
え

っ
て
、

ゲ
ー

ム
に
打
ち
興

じ
日
頃
の
迎
動
不
足

や
ス
ト

レ
ス
を
発
散
し
た
。

昼
食
は
自
然
の
原
っ
ぱ
を
食
卓

と
し
て
、
小
鳥
や
虫
の
な
き
声
に

囲
ま

れ
て
の
味
は
何
倍
に
も
お
い

し
く
、
た
の
し

い
食
事
で
し
た
。

こ
の
広

い
原
っ
ぱ
で
も
う
一
度

い
も
煮
会
で
も
し
た

い
と
思
っ
た

ほ
ど
で
し
た
。
食
後
は
小
鳥
や
虫

の
声
に
誘
わ
れ
て
松
林
や
『
み

ど

り
の
広
場
』
を
散
策
の
あ
と
、
一

時
す
ぎ
。
半
田
沼
西

側
の
小

径
を

通
っ
て
北

駐
車
場
ま
で

、
み
ん
な

元
気
な
足
ど
り
で
、
殆
ん
ど
疲

れ

も
感
じ
な
い
で

歩
き
ま
し

た
。
駐

車
場
近
ぐ
の
ア

ス
レ
チ

″
ク
で
四

才
児
の
二
人
は
元
気
で
遊
び
、
福

祉

バ
ス
で
三
時
前
に
は
公
民
館

に

戻
り
解
散
し
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
野
外
研

修
で
し

た

か
、
大

き
な
収
穫
が
あ
っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

計
画
を
ね
り
直
し
て
継
続
し
て

ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ゲームで親子のふれあい

方
言
で
語
る

ふ
く
し
ま
の
詩
と

民
話
を
聞
く
つ
ど
い

め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す

る
社
会

に
あ
っ
て
、
昔
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
よ
さ
か
と
か
く
忘

れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
現
在

、
私

た
ち
は

地

城
に
息

づ
く
伝
承

さ
れ
る
べ
き

も
の
を
見
直
す

必
要
か
あ
る
と
思

い
ま
す
。

わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
ぬ
く
も

り
を
与
え

る
方
言
で
語
る
民
話
も

そ

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
ふ

れ
合

っ
て

心
の
豊
か
さ
を
取
り
戻

し

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
去
る

十
月

三
十
日
公
民
館
講
堂
で

『
方

言
で
語
る
ふ
く
し
ま
の
詩
と
、
民

話
を
聞
く
っ
ど

い
』
が
開
か
れ
ま

し

た
。

当
日
は
約
百
六
十
名
が
出
席
し

ま
し

た
か
、
春
日
館
長
よ
り
あ

い

さ
つ

が
あ
っ
た
後
、
地
元
の
阿
部

強
様
、
菅
野
正
二
様
、
赤
間
（

ル

様
よ
り
。
私
た
ち
か

知
ら
な
か

っ

た
地
城
に
ま
っ
わ

る
民
話
を
大
変

興
味
深
く
伺

い
ま
し

た
。

続

い
て

、
県
方
言
を
語
る
会
事

務
局
畏
の
村
野
井
幸
雄
様
か
ら
。

『
ふ
く
し
ま
の
方
言
』
と
題
し
て
、

野
ロ

シ
カ
子
刀
自
か
英
世
に
あ
て

て

霤
い
た
手
紙
な
ど
を
例
に
上
げ
、

方

言
の
持
つ
や
さ
し
さ
、
あ
た
た

か

さ
な

ど
に
つ

い
て
お
話
か
あ
り

ま
し

た
。

ま

た
最
後
に
。
同
じ
く
語
る
会

会
長
渡
部
元
真
様
か
、
自
ら
会
津

弁
を
使

っ
て
書
き
上

げ
た
い
く

つ

か
の
詩
な
ど
を
披

露
さ
れ
、『
会
津

の
人
々
の
暮
ら
し

』
を
紹

介
さ

れ

ま
し
た
か
、
出
席
者

は
当
時
の
生

活
に
想

い
を
は
せ

、
う

な
ず
き
な

か
ら
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。今

回
の
つ
ど
い
で
、
改
め
て
方

言
。
民
話
の
持
つ
よ
さ
に
つ
い
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
。
普
の

こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
の
私

た
ち
の
生
活
の
中
に
、
た
く
さ
ん

の
詩
や
民
話
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
は
時
代
を
越
え
て
伝

え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
、
な

お
。
そ
の
こ
と
か
心
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
一
同
多
大
な
感
銘
を
受

け
、
満
足
感
の
う
ち
に
終
了
し
た

有
意
義
な
つ
ど
い
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

４ふくしまの糾と民話を閭くつどい

寄

贈

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

○
会
津

の
伝
説
　
　
　
　
　

一
冊

会
津
高
田
町
　

村
野
井
幸
雄
様

○
環
境
問
題
を
考
え
る
他
　

七
冊

○
図
書
券
　
　
　
　
　

二
万
円

創
価
学
会
国
見
支
部
様

○
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
球
根
　

二
百
個

山
崎
宇
水
門
　

八
島
新
太
郎
様

○
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
球
根
　

二
百
個

○
水
仙
球
根
多
数

藤
田
字
日
渡
　

秦
　

三
郎
様

○
図
書

尋
常
小
學
『
國
語
読
本
』
外
五
冊

塚
野
目
宇
福
田
　
菊
地

喜
平
様



楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

高
齢
者
・
婦
人
運
動
会

去

る
十
月
十
日
体
育
の
日
に
、

怛
例
の
高
齢
者
。
婦
人
運
動
会
が

行
な
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
は
当
初
、
藤
田
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
予
定
し

て
お
り
ま
し

た
か
。
前
日
の
雨
で

グ
ラ

ウ
ン
ド

状
況

が
思
わ
し
く
な
い
た
め
、
急

き
ょ
町
民
体
育
館
に
変

更
し

。
約

三
百
名
か
参
加
し
て

、
午

前
九
時

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
全
員
で
準

備
運
動

を
行
な

い
そ
の
後
、
個
人
・
団
体

計
八
つ
の
種
目
に
挑

み
ま
し

た
が
、

各
種
目
共
昨
年
度
よ

り
大

へ
ん
バ

ラ
エ
テ

ィ
に
富
み
、
笑

い
渦
巻
く

楽
し

い
雰
囲
気
の
中

に
楽
し
く

行

な
わ

れ
ま
し

た
。

閉
会
式
で
は
、
大
会
長
の
冨
永

町
長
よ
り
、
各
種
目
で

特
に
印
象

強
い
プ

レ
ー
を
な
さ
れ
た
方
々
、

及
び
参
加
者
の
最
高
齢
者

の
宍

戸

巳
吉
さ
ん
、
宍

戸
義

夫
さ
ん
、
三

ノ
輪

フ
ョ
さ
ん
に
特
別
賞

が
贈
ら

れ
、
盛

大
な
拍
手
を
受
け
ら
れ
ま

し

た
。

今

回
は
阿
津
賀
志
学
級
生
の
外
。

女
性
教
室

や
婦
人
会
の
方
々
の
参

加
も
多
く
、
ま

た
。
多
敷
の
体
育

指
導
員
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
て

盛
会
裸
に
終
了
で
き
、
大
へ
ん
有

意
義
な
運
動
会
だ

り
た
と
思

い
ま

す
。

▲まっすぐ遮め

大
枝
い
も
煮
会

大

盛

況

十
月
三
十

一
日
、
大
技
地
区
の

青

少
年
健
全
育
成
会
議
と
町
公
民

館
の
共

催
で

、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者

ま
で

二
百
人
ぐ
ら
い
か
西
大
枝

の

運
動

広
楊
に
集
っ
て
、
に
ぎ
や

か
に

い
も
煮
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

育
成
会
議
会
長
の
新
井
玄
龍
さ

ん
の
あ

い
さ
っ
の
あ
と
、
冨
永
町

長

、
大
枝

小
学
校
長
大
槻
先
生
の

お
話
し
か

あ
り
ま
し
た
。
大
き
な

ナ

ベ
三

つ
を
並

べ
て
町
長
さ
ん
は

匕

め
、
み

ん
な
腹
い

り
ぱ

い
。
そ

の
あ
と

、
福
島
市
の
日
本
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
上
級
指
導
員
。

佐
藤
喜
成
先

生
の
指
導
で
、
指
先

や
腕

を
動
か
す

た
の
し

い
ゲ
ー

ム

な
ど
を
や
り
な
ご
や
か
な
時
を
す

ご
し
ま
し

た
。

最

後
は
お
互
に
屑
を
た
た
き
あ

っ
た
り
し
て

、
子

ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
体
と

心
を
触

れ
合
わ
せ

て
地
城

の
人

た
ち

が
、
み
ん
な
で

子
ど
も

た
ち

を
健
全
に
育
成
し
て

ゆ
く
意
識

を
た
か

め
て
ゆ
き
ま
し

た
・

と
く

に
こ

の
よ
う
な
ゲ

ー
ム

は
昔
か

ら
引
継

が
れ
て
き
た
す

ば

ら
し

い
『
遊

び
』
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の

知
恵

や
経
験
を
大
切
に

し
て
こ

の
よ
う
な
す

ば
ら
し

い
も

の
を
子

ど
も
た
ち

に
、
ぜ
ひ
伝
承

し
て

ゆ
き

た
い
も
の
で
す
。
ま
た

他
の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な
世
代

交
流

の
行
事

を
盛
ん

に
し
て
ほ
し

い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

▲ゲームを楽しむ皆さん

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　 事 月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　 事

11

19 木 ・子ども移助図書館（藤田小２年） 11 30 月 ・子ども移動図書館（小坂小）

23 月 ・ 桑折町・国見町 少年剣道大会

12

１ 火 ・子ども移動図書館（森江野小）

Z5 火
・ くにみ女性教室（折り紙） ２ 水 ・子ども移動図吝館（大木戸小）

・ 子ども移動図書館（藤田小３年） ４ 金 ・子ども移動図書館（大技小）

26 水

・阿沖賀志学級（民謡） ８ 火 ・阿津賀志・成人学級合同学習（年金）

・ 子ども移動図書館（藤田小１年） 12 土 ・少年仲間づくり教室（ クリスマスパーティ）

・ ボーリング教室開講 13 日 ・町長杯家庭バレーボール大会

27 金 ・ 子育て教室（おやつづくり） 14 月 ・子ども移助図耆館（小坂小）

29 日 ・ バウンドテニス大会 15 火 ・子ども移助図書館（藤田小２年）

備　　 考
・12 月の子ども移動図書館の内容は、人形劇

・ｎ 月22日、ふくしま駅伝



自
転
車
の

防
犯
診
断
を
実
施

桑
折
警
察

署
防
犯
係
で
は
自
転

車
の
防
犯

診
断
チ

ェ

″
ク
を
十
月

十
三

日
、
Ｊ
Ｒ
藤
田
駅
駐
輪
場
で

行
い
、
約

三
百
台
の
自
転
車
を
一

台

］
台
入
念

に
チ

ェ
ッ
ク
し

、
点

検
カ

ー
ド
を
取
り
付
け
ま
し

た
。

自
転
車

を
盗
難
な

ど
か
ら
守
る

た
め
に
行

。
た
も
の
で
、
こ
の
結

果

。
不
良
簡
所
無
し
か
二
百
四
十

台

、
不
良
箇
所
有
り

が
五
十

二
口
。

不
良
簡
所

の
内
訳
は
、
施
碇
設
備

が
無
い
自
転
束
卜
五
台
、
施
錠
設

備
は
あ
っ
て
も
カ

ギ
の
か
け
忘
れ

が
十

七
台
、
防
犯

登
録
を
し
て

い

な
い
自
転
車
か
十
九
台
。
点
検
に

あ
た
っ
た
佐
藤
義
雄
防
犯
係
長
は
。

「
差
し
込
み
式
施
錠
は
容
易

に
解

除
で

き
盗
難
に
遭
う
恐

れ
か
あ
る

の
で
、
で

き
れ
ば
ワ
イ

ヤ
ー
式
施

錠

に
よ

る
二
取

口

″
ク
を
し
て
欲

し

い
」

と
語
っ
て

い
ま
し

た
ヽ

に
ぎ
や
か
に

鹿
島
神
社
例
大
祭

鹿
鳥
神
社
の
例
大
祭

は
十
月
十

九
、
二
卜
日
の
両
日

。
に
ぎ
や
か

に
繰

り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

二
十
日

は
あ

い
に
く
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
み
こ
し
と
若
連
の

引
く
四
台
の
山
車
か
藤
田
の
中
心

街
を
練
り
歩
き
、
太
鼓
の
音
が
鳴

り
響
く
中
、
勇
ま
し
く

ぷ
っ
か
り

合

い
ま
し
た
。。
こ
の
日
は
、
祭
り

か
最
高
潮
に
達
す
る
み
こ
し
の
宮

人

り
ま
で
、
多
く
の
歓
衆
で
に
ぎ

わ
い
ま
し

た
。

小
坂
ﾁ
ｰ
ﾑ
優
勝

～
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
～

『
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な

が
ら
交

通
ル

ー
ル
を
学

ぶ
と
と
も

に
、
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ

う

』
と
、
桑
折
地
区
文
通
安
全
協

会
か

主
催
し

た
第
八
回
桑
折
地
Ｋ

交

通
安
令
ゲ
・
‘
ト
ボ
ー
ル
大
会

は

十
月

卜
四
日
、
大
木
戸
の
町
民
迎

動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
国
見
、
桑
折
両
町
か

ら
十
ハ

チ
ー

ム
か
出
場
し
。
冨
永

町
長
、
本
田
桑
折
警
察
署
長
の
あ

い
さ
っ
な
ど
に
続
き
競
技
を
開
始
。

交
通
安
全
の
の

ぽ
り
か
は
た
め
く

中
、
コ
ー
ト
の
中
央
に
幅
一
了
い
の

道
賂
が
設
け
ら
れ
。
ボ
ー
ル
は

必

ず
横
断
歩
道

の
手
前
で
一
塵
止
め

て
か
ら
道
路
を

通
過
さ
せ
る
、
横

断
歩

道
を
横
切

る
時
は
選
手
も
左

右
の
安
全
を
確
詔
し
て
通
る
Ｉ

な

ど
の
特
別

ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
、

は
っ
ら
っ
と
し

た
プ
レ
ー
を
楽
し

み

な
が
ら
も
交
通
安
全
へ
の
理
解

と
認
識
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

熱
戦
の
末
、
小
坂
チ

ー
ム
か
優

勝
し
ま
し
た
。

牛
の
放
牧

終

わ

る

町
営
牧

場
の
閉
牧

式
は
卜
月
一
八

日
行
わ
れ
、
牛
た
ち
が
緑
の
牧
場

と
別
れ
、
各
農
家
の
牛
舎
に
戻
り

ま
し
た
。

閉
牧
式

に
は
高
橘
友
義
牧
野
利

削
組
合
長

、
冨
永
武
夫
町
長
、
仲

野
周
一
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

県
や
町
の
関
係
者
、
牧
野
組
合
員

の
皆
さ
ん
な
ど
約
四
十
人
か
出
席

し
ま
し

た
。

五
月
卜
三
日
の
放
牧
以
来
、
こ

と
し
生
ま

れ
た
十
二
頭
を
加
え
た

牛

た
ち
は

、
放
牧
期
間
中
、
広
々

と
し
た
牧
野
の
中
で
の
ん
び
り
と

過

ご
し
、
約
五
か
月
間
の
牧
場

で

の
生
活
を
終
え
、
牧
野
を
離

れ
ま

し
た
。編

集
日
記

0
1
1月
2
2日

に
開

催
さ
れ
る
第
４

回
ふ
く
し
ま

駅
伝
。
国

見
町

か
ら

も
、
厳
し

い
練
習

を
重

ね
て

き
た

選
手
の
皆
さ
ん
か
川
場
し
ま
す

。

ぜ
ひ
、
温
か
い

ご
声
援

を
お
願

い

し
ま
す
。

発
ｆ
・
榻
集

川
Ｈ
｀
町
総
陝
贋

福
鳥
県
伊
遭
都
岡
兄
町
人
字
藤
Ⅲ
字

．ｒ

Ⅲ
．
．２
の
１

一

九
六
九
Ｉ

．
匕
　

晋
一
〇
．
．四
瓦
｝
八
．凡
－

．
…

．｛
代
表
｝

４１台１台を入含にチェック

▲勇壮なみこしと山車とのぷつかり合い

▲楽しみながらルールを学ぶ

▲農家の人といっしょにわが家へ

歳末たすけあい運動
地域でささえ合う

明るいお正月

12月1 ～31日
社 会 襠 祉
法 人

国見町社会福祉協議会

国 見 町 民 生 委 員 協 議 会

国 見 町 共 同 募 金 会

わ
だ
い
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